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               講師プロフィール

              田中 克（たなか まさる）

「略歴」

1943 年 4 月 滋賀県大津市生まれ

1962 年 3 月 滋賀県立膳所高等学校卒業

1966 年 3 月 京都大学農学部水産学科卒業

1966 年 4 月 京都大学農学部修士課程水産学専攻入学

1973 年 3 月 京都大学農学部博士後期課程水産学専攻退学

1973 年 4 月 京都大学農学部研修員（日本学術振興会研究員）

1974 年 4 月 水産庁東海区水産研究所（東京） 企画連絡室研究員

1974 年 5 月 水産庁西海区水産研究所（長崎） 海洋部研究員

1982 年 7 月 京都大学農学部水産学科 助教授

1993 年 4 月 京都大学農学部水産学科 教授

1997 年 4 月 京都大学大学院農学研究科 教授

2001 年 4 月 京都大学大学院農学研究科 評議員

2003 年 4 月 京都大学フィールド科学教育研究センター長，評議員

2007 年 3 月 京都大学定年退職

2007 年 4 月 NPO 法人ものづくり生命文明機構 理事

2007 年 8 月 マレーシアサバ大学ボルネオ海洋研究所 客員教授

2008 年 9 月 マレーシアサバ大学持続農学部 客員教授

2009 年 6 月 NPO 法人森は海の恋人（気仙沼） 理事

2010 年 7 月 財団法人国際高等研究所（京都） フェロー

2013 年 4 月 NPO 法人 SPERA森里海・時代を拓く（柳川） 理事

2014 年 4 月 舞根森里海研究所長

2015 年 9 月 NPO 法人海遍路（鹿児島） 理事

2016 年 4 月 NPO 法人 SPERA森里海・時代を拓く 理事長代行

「現在進行中の各種委員など」

文部科学省海洋生物小委員会主査（2010 年度～）

文部科学省東北マリンサイエンス拠点形成事業主査（2011 年度～）

奈良県東アジアサマースクール講師（2012 年度～）

滋賀県マザーレイク 21 計画学術フォーラム委員（2013年度～）

認定 NPO法人アースウオッチ・ジャパン科学委員会委員（2014 年度～）

京都市環境保全協議会評議員（2015 年度～）

地球システム・倫理学会理事（2015 年度～）

環境省つなげよう支えよう森里川海プロジェクト絵本作成委員会委員（2016 年度～）

内閣府海洋総合政策本部総合的な沿岸域の環境管理の在り方プロジェクト委員（2016 年度）

総合地球環境学研究所研究プロジェクト外部評価委員会委員（2016年度～）

（大学での講義など）

日本文理大学「森里海連環学」非常勤講師（2009 年～）

福井県立大学生物資源学部「山川里海連関学」非常勤講師（2010 年～）

京都大学森里海連環学ユニット提供「森里海連環学」非常勤講師（2013 年～）
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        「森里海連環学」と「森は海の恋人」の協同

                              平成２９年２月２５日

                                  田中 克

（１）2016 年度 自然学講座での学びを振り返る

2016 年度 地球環境自然学講座に登壇いただいた先生方とテーマ

4 月 9 日 田中 克「2016 年度自然学講座の狙い」

4 月 23 日 岡橋清元「日本林業再生への道」

5 月 14 日 松浦秀俊「アユの復活を願い川漁師に生きる」

5 月 28 日 近藤洋一「ゾウがいた湖、野尻湖の自然と文化」

6 月 11 日 鈴木輝明「干潟の機能とその保全：アサリの役割」

6 月 25 日 小関 哲「離島の暮らしを世界に紹介する」

7 月 9 日 中貝宗治「コウノトリの郷づくりが拓く未来」

7 月 23 日 中山耕至「有明海の不思議な生きもののルーツ」

8 月 27 日 藤岡康弘「琵琶湖の魚達の現状と回復への道」

9 月 10 日 山岡耕作「ポレポレ野外調査は面白い」

9 月 24 日 小西晴子「映画赤浜ロックンロール：三陸漁師の心意気」

10 月 8 日 鎌田雄介「映画うみやまあひだ：日本の自然と精神文化」

10 月 22 日 松田浩一「イセエビの不思議な生活史と稚エビ生産の道」

11 月 12 日 石崎雄一郎「ボルネオ島オランウータンの未来と私たちの暮し」

11 月 26 日 松田 治「日本発「里海（Satoumi）」を世界に広げる」

12 月 10 日 揖 善継「ニホンウナギと人の暮らし」

1 月 14 日 吉澤保幸「ローカルサミットの展開と「森里川海プロジェクト」」

1 月 28 日 湯本貴和「熱帯雨林の世界」

2 月 11 日 山本義和「武庫川流域圏ネットワークの活動～より安全な武庫川を求めて～」

2 月 25 日 田中 克「「森里海連環学」と「森は海の恋人」の協同」

2016 年度の 18 名の講師の方々の講演内容を森、里・川、海に分けると、森の割合が 20％、里

と川が 40％、海が 40％となる。里が大きな割合を占めるのは、森と海のつながりを良くも悪くも

するのはその間の人の営みであるとの森里海連環学の捉え方の必然である。一方、海の割が里と同

様に 40％と高いのは、次の二つによる。一つは、海はいのちの究極の“ふるさと”であるにもか

かわらず、陸に暮らす私たちは日々の暮らしの中でほとんど意識することなく、この間人間活動の

負荷が海にかかり続けてきた現実を直視することなしに、未来世代の幸せはないとの考えによる。

もう一つは、日々の暮らしのそばにある森への関心は高く、私達は植林活動などに参加する。しか

し、いのちの源である水の循環の出発は海であり、「海がなければ森もない」ことを思い起こす必

要があるとの考えによる。

・流域単位の地域再生の取り組みと森里海連環

・自然とともに生きて生業を営む

・環境と経済の同時的再生

・海の環境と生きもの・漁業の深刻化
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・自然と文化の不可分のつながり

・都市と地方の関係 Remote Responsibility 

2016 年度の講義から学んだこれらの根底に流れるものは、いろいろなものが多様につながって

いること、それを目先の経済優先や明日の暮らしの利便性を求めすぎたことへの反省と、それに基

づく未来世代志向の粘り強い地域での取り組みである。そのことをさらに具体的に学んだのが自然

観察会であった。

5 月 13 日   日本林業再生の道（奈良県吉野山）

6 月 21～23 日 干潟の機能・保全と有明海の再生（佐賀県有明海）

8 月 1～3 日  アユの復活とリバーキーパー（高知県安芸川、仁淀川）

9 月 1～2日  愛知川の生き物と文化（東近江市愛知川）

9 月 12～15 日 離島体験と民泊ツアー（長崎県平戸島）

10 月 3～5 日 ゾウがいた野尻湖とアファンの森 の自然（長野県信濃町）

12 月 7 日   コウノトリの郷づくり（兵庫県豊岡市）

これらの観察会では、それぞれの場所で自然や文化を守り、再生する諸活動を続ける人々の考え

や行動に触れる機会となった。次年度以降も、自然観察会の開催は「人」に会うことを基本に組み

立てたいと考えている。

（２）統合学問「森里海連環学」と社会運動「森は海の恋人」の協同

今日の日本社会が抱える課題は枚挙にいとまがないが、その多くは縦割りの組織構造とその根底

にある柔軟性を著しく欠いた縦割り的な思考に深く関わると見ることができる。自然は言うまでも

なく時間と空間を通じて縦横につながる存在である。そのことを端的に示したのが「森は海の恋人」

であり、それを保全し多くの恵みを持続的に享受するのも、それを分断して地域社会を崩壊させる

のも、森と海の間の里の営みである。気仙沼漁師によるこのような運動に遅れること 14 年、2003
年に京都大学に立ち上げられたのが森から海までの統合学問「森里海連環学」であり、両者の協同

が未来世代の幸せを第一にする価値観の転換を通じて、持続可能社会の日本らしい構築が目指され

ている。

（３）瀕死の海、有明海の再生に向けて

２月中旬に発行された「有明海の環境と漁業」第２号に寄稿した「急がば回れの有明海再生（１）

有明海問題の本質を見据える」を引用する。本誌は、東京に本部を置く有明海漁民市民ネットワー

クが、有明海の再生を目指してできるだけ幅広い人々に有明海問題を知ってもらい、その再生への

道を探ろうとの目的で昨年 11 月に第 1 号が発刊された。第 2 号に寄稿を頼まれ、森里海連環の崩

壊こそ有明海が瀕死の海に至った本質であることをまとめたものである。その続編は 4 月半ばに

発行が予定されている第 3 号に「急がば回れの有明海再生（２）つながりの価値観を続く世代に」

を寄稿予定である。この中には、都会が地方を、シニアが若者を支援する自然学講座有志による干

潟再生実験への参加が紹介される。
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